




尿素サイクルに関与する酵素の先天的な異常症は,臨床的に高アンモニア血症,知能障害を

呈し,致死的な例も多い。これら尿素サイクルの異常症を新生児期にスクリーニングし早期

発見する事で,高アンモニア血症の幾つかの型は治療可能であり,知能障害等を予防出来る

と考えられている。ガスリーらは枯草菌の変異株を開発し,オルニチンやシトルリンやアル

ギニンの高値を伴う疾患をスクリーニング出来ると報告した。 


